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〔２〕審査結果の要旨  
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研究をマルチスケール分析の視点からおこなったものであり，厳密な検討による精度の高
い被害データを作成し，多数のオリジナルな地図やグラフを作成して科学的かつ説得力の
ある議論を行なっている。とくに，被害実態と発生要因をスケールごとに解明し，学的領
域を越えた自然的・社会的条件を総合的に考察した研究成果は歴史地震研究に新たな貢献
を加えた内容となっている。  
 
よって，本論文は博士（文学）の学位を授与するに相応しいと判断される。  
